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創設趣旨文 

人類歴史は善悪の闘争歴史でありました。心と体、善と悪の闘争は人類を長い不幸の 
連続に追いやってきました。近世では帝国主義の暴政の下に韓民族は呻吟し、韓民族は 
日本の恩讐となりました。開放を迎えた後も韓民族は再び有神論と無神論、民主と共産の 
対立と葛藤の下、同族同士が殺しあう憎悪の歳月を過ごしてきました。これにより在日同胞 
は日本の地で夢にも願わなかった国境線無き分断状態で生きてきて、今も統一された同胞 
共同体をなすことが出来ずにいます。  
 しかし今の時代は新しい天と地が開かれ、分裂と葛藤の歴史を清算し、和解と統一の 
理想が実現する天運到来の時であります。もはや同一民族が互いに反目し対立するときで 
はありません。一つの民族として一つの統一体を形成し、幸福と反映のために邁進しなけれ 
ばならないのです。さらには善悪の闘争から起こされる全ての対立と葛藤を打破し、恩讐を 
超えて世界平和のために希望あふれた理想に貢献する韓民族とならなければなしません。 
  
 在日同胞の分断は韓半島の分断の結果であり、在日同胞の統一は韓半島の統一の始ま 
りであり、模型であります。韓半島の統一は心と体、有神論と無神論、民主と共産の統一で 
あり、世界統一の模型であります。真の統一は制度や外的な統合によりもたらされるもので 
はりません。相手の幸福のために生命までも捧げたい､永遠にともに暮らしたいという真の愛 
の精神だけが理念と制度、組織を超越して感動的な統一を導くのです。真の愛の絶対価値 
に基づき、互いに許し合い愛し合い、ひとつとなる時、真の自由、平和、統一、幸福の道が 
開かれるのです。 
 
 我々はこのような真の愛の精神を土台として、在日同胞全体が“本当にともに暮らしたい、 
死ぬ時もともに死に、生きるときもともに生きたい”という熱い心情で一つになることが出来る 
平和統一運動を展開しようと思います。   
  
 また、遠からず訪れる韓半島の統一時代は、南北が平和的な統一､共生、共栄、共義の 
統一を成就し、1000 万離散家族と全ての同胞が共に繁栄を謳歌できるように平和統一運 
動を展開しようと思います。 
  
 過ぎたる世紀、在日同胞は歴史の被害者でありました。しかし今後在日同胞は環太平洋 
時代において歴史の主人公であり､先駆者となるのです｡我々はヨーロッパとアジアを結ぶ 
国際ハイウエイ構想を実現することで､日本を世界平和に貢献する母の国として導こうとし 
ています。日韓海底トンネルを通して人類が国境線無く自由に往来し和合する理想世界を 
成し遂げるのです。 
  
 在日同胞から始まった真の愛の平和統一運動は、すべての分裂と対立を終結させ新しい 
歴史を創造するのです｡我々の運動は在日同胞は勿論のこと海外同胞と日本民族を世界 
的に連帯し､韓半島の統一と世界平和に貢献する革命的な偉業を成し遂げるのです｡全て 
の同胞たちよ!日本民族よ! 一丸となって世界統一の模型となる韓半島平和統一のために 
天意に従って精誠を集めて歴史的な御旨を成就しましょう。 
                             

                                        2004 年 7 月 4 日 東京 



代表の挨拶 
 
 
 
 
 

FPU 北近畿／FPU 兵庫 会長 趙 希 秀 

 

 FPU 兵庫の会員の皆様、結成 5周年おめでとうございます。 

 去る 2005 年 3 月 27 日、FPU 兵庫は平和統一聯合第七連合会の中心的な県本部とし

て産声を上げました。そしてその間、組織も改編され、今日、FPU 北近畿の中心的な

県本部として、結成 5周年を迎えました。 

 

 結成 10 年を一区切りと観るならば、5年たった本会は何とか片目が開いた状況とみ

ることができます。過去五年間の歩みを振り返りますと、教育・交流・広報と活動の

三本柱の従的伝統を立てた月日と総括することができます。 

 先ずは教育において、啓蒙講座を通じ各支部会員の教育・育成を図り、平和統一セ

ミナーを通して各支部の会員拡張を図ってきました。 

 二番目は交流において、会の核心であるスタッフの一体化の為、常任理事会、定例

役員会などの定期的会議を中心に意思疎通を図り、意思決定・業務推進を執り行って

きました。また結成記念大会(総会)、支部懇親会、新年会、忘年会、料理講習会、賢

仁会などを通じて会員間の交流を促進してきました。そして対外的には、韓国民団や

朝鮮総連を初めとする民族団体などと交流を図ってきました。 

三番目は広報において、ホームページの開局、機関紙「月刊 平和統一 NEWS」の発

行、活動紹介パンフレット発行、何よりもこれらの集大成、本会の活動指針書ともい

える題名「在日の和合と祖国回復、そして平和統一への道」本の出版であります。 

 

本会の創始者文鮮明総裁は、為に生きる精神「真の愛」で祖国の平和統一を推進す

る運動を指導してこられました。怨讐、思想、価値観、体制を超えることができるの

は「真の愛」しかないからです。そして統一の手法として平準化と交流を主唱し推進

してこられました。平準化のポイントは経済・技術の平準化です。だから過去、平和

自動車をはじめとする経済・施設・技術などの支援を積極的に協力、推進してこられ

ました。そして金剛山などの観光やリトルエンジェルスなどの文化交流を推進してこ

られました。 

 

FPU 兵庫は、これからも、創始者の精神・事業に学び、在日の和合、日本人との共

生、祖国の平和統一を積極的に推進していきます。 

 



挨  拶 
 

 
 

FPU 兵庫 副会長 曺 小 煥 

 

 

結成五周年を祝う『仏教徒の立場から』 
平和統一聯合兵庫県本部『FPU 兵庫』が、結成五周年を迎えることができましたこ

とを心より祝福申し上げます。全会員、支持者のみなさんと共に、この日を喜び合い
たいと思います。同時に新たな前進への決意を固めて行きたいと思います。 
結成以来五年の足取りは決して平坦なものではありませんでしたが、祖国の平和統

一を願う気持ちと在日の和合を望む社会進歩の促進のためにも、常に結成当時の立場
に立ち、困難を厭わず有意義な活動を続けてきたことは誇りです。その中でも特筆す
べきことがありました。 
韓国強制併合100周年を迎える今年、怒涛の歴史の中で、趙希秀FPU北近畿会長が、

この数年来、構築されてきた「平和統一試論」「伝統文化論」「随筆集」等を一冊の書
にまとめて、上梓されたことです。 
 
書名は主題として「在日の和合と祖国回復、そして平和統一への道」でした。 

 
少年のころ、両親の祖国である韓半島に思いを馳せ、遠く海の向こうを見つめて私

たちは育ちました。海の彼方には私たち一人ひとりのひた向きな人生が静かに光を放
ち横たわっていました。 

在日の私たちには、祖国はあっても故郷はありません。その痛みを、この度、上
梓されたのが趙希秀 論文・随筆集「在日の和合と祖国回復、そして平和統一への道」
なのです。 
この作品が本日のFPU兵庫の結成五周年に向けての上梓であることは明らかな事実

です。祖国の尊厳を背負って FPU 総裁の教えを守り、その理想を追いかける作者の在
日二世としての面影がふと匂い立ちます。東洋的教養の基である四書・五経にも等し
い書であると総括・認識し、この紙面にて紹介させていただきます。 
2008 年夏からの賢仁会は「在日同胞の有志が祖国平和統一を成し遂げるために集

う」とのテーマで兵庫県在住の一世二世を中心に毎月 1回の「集い」を行っています。
FPU 北近畿の後援を受け「賢仁会」主催にて歴史探訪などを実施しています。 
韓半島からの渡来人がどのようにして日本列島に馴染んでいったかを考えたりし

ます。あたかも日本が韓半島を侵略、強制併合 100 周年の節目の年になりました。「日
本を恨まないが侵略を忘れないで」が日韓両国の平和への約束なのだと痛感しました。
同時にその中で、私たちはどんな社会情勢の下でも祖国の統一、在日の和合のために
前進、躍進できる強大な FPU 兵庫作りを進める決意を新たにいたしております。 
 

（元 臨済宗東福寺派総本山東福寺 塔頭 即宗院） 

 



激 励 辞 

 

 

 

FPU 中央本部共同会長 鄭 時 東 

 

 残暑の候、皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

 この度の「平和統一聯合兵庫県本部結成 5 周年大会」の開催を心から祝賀申

し上げます。 

 今からちょうど 100 年前、1910 年 8 月 22 日に日韓併合条約（正式名称＝韓国

併合ニ関スル条約）が調印され、同 29 日に公布されました。いわゆる日帝植民

地時代の本格的な始まりと同時に、「在日」100 年歴史の出発点であります。 

 あれから「100 年」ということを考えると感慨深く感じるものであります。 

 そのときは、東北アジア共同体の骨子ともいえる未完の論文『東洋平和論』

をしたためた安重根義士が逝去されて約半年後のことでした。 

 また、石川啄木は『地図の上 朝鮮国をくろぐろと 墨をぬりつつ秋風を聴

く』と詠い、心をかけて下さいました。 

 韓半島（朝鮮半島）は 1945 年 8 月 15 日（今年は 65 周年）に解放されました

が、1950 年 6 月 25 日（今年は 60 周年）に勃発した韓国動乱（朝鮮戦争）によ

って、いまだに休戦（停戦）協定を同意したにすぎず、民族、国土が分断状態

のまま今日を迎えており、その象徴が「在日」の歴史であるといっても過言で

はありません。 

 これからの 100 年を、新しい希望の 100 年の出発点にしなければならないの

が平和統一聯合の使命ではなかろうかと思っております。 

 「為に生きる」真の愛で、「在日」が和合することで、「半島」の平和統一に

希望を与えることが出来るでしょう！ 

 そして、いずれ「日韓トンネル」によって「在日」の住む日本列島と統一さ

れた韓半島（朝鮮半島）が大陸と結ばれる時代となり、いわゆる地政学的に「列

島」と「半島」がひとつの版図と考えることで、国家的な政治、軍事、経済の

問題を超えることができるでしょう！ 

 この「結成記念大会」をきっかけに、皆様におかれましても、当連合のスロ

ーガンである「在日和合」「祖国統一」「世界平和」の新たなる出発点になれば、

と考えております。皆様の益々の発展を祈念しまして挨拶といたします。 

 



激 励 辞 
 

 

 

 

 

 

 

FPU 中央本部共同会長 朴 明 盛 

여러분 안녕하십니까. 
 平和統一聯合兵庫県本部結成 5 周年記念、おめでとうございます。 

 私たちの平和統一聯合は、文鮮明総裁の「分断された祖国を絶対統一させなけれ

ばならない」という思いから出発しております。 

 先日の韓国哨戒艦「天安」沈没事件によって、大韓民国と朝鮮民主主義人民共和国

は、いわゆる一触即発状態になっており、非常に緊張しております。こうした中で統一

運動に対して、暗雲が漂っているように感じられます。 

 しかしながら、日本において、私たちの平和統一聯合は、在日韓国・朝鮮人、そして

日本人が、よりいっそう団結しながら、「韓半島を統一に導く」という固い信念のもと、一

生懸命、頑張っているところでございます。 

 そうした中で、今年度は、最重要課題のひとつとして、九州・佐賀の唐津にある日韓

トンネルの試掘現場を訪れ、私たちの尊敬する文総裁、そして多くの人たちの祖国統

一への思いを受けて、まさに、そこが島国日本を大陸と結びつけ、満州、モンゴル、そ

してヨーロッパまで繋がる大プロジェクトの試みの出発点であるということを深く認識し

たいと思っております。このトンネルの完成こそが、経済効果もさることながら、祖国統

一運動と表裏一体になっている、と言っても過言ではありません。是非とも、皆様が九

州・佐賀に来て下さることをお願いいたします。 

 その第一歩が、まさに文総裁が願われている 2013 年における南北統一実現への第

一歩になると信じています。皆様！ 祖国統一への第一歩が、今現在、海底 1000 メー

トルまで掘り進んでいるこのトンネルなのです。玄海灘を越えて祖国を臨むこの地に、

祖国統一を支援する 10 万人でも来訪して下されば、まさしく、祖国統一がなされるの

ではないか、と思っております。 

 皆様の祖国統一に対する力強いご支援をお願いしながら、私の挨拶とさせていただ

きます。 

 



激 励 辞 

 

 

                         

   

 

     FPU 兵庫 常任顧問 板谷安一 

 

 FPU 兵庫結成５周年記念、おめでとうございます。 

 今年は、６．２５動乱が起こり、南北に分かれて６０年目に当たります。６０年といえば、人

生では還暦、暦が一周まわることにより、韓半島情勢にとって重要な年になるのではな

いかと思います。 

 私は一日本人として、過去、韓半島を植民地支配した後孫として、深い反省と申し訳

なさ一杯で、FPU の運動に参加してきた者です。 

 韓民族の立場から見れば、我々日本人は許すことのできない民族ではないかと思い

ますが、韓国の人々と交流しながら、情の深さと心の広さを数々体験しています。 

 この大会の精神を相続するために、創設趣旨文から引用させていただきます。 

「在日同胞の分断は韓半島の分断の結果であり、在日同胞の統一は韓半島の統一

の始まりであり、模型であります。韓半島の統一は心と体、有神論と無神論、民主と共

産の統一であり、世界統一の模型であります。真の統一は制度や外的な統合によりもた

らされるものではありません。相手の幸福のために生命までも捧げたい、永遠に共に暮

らしたいという真の愛の精神だけが、理念と制度、組織を超越して感動的な統一を導く

のです。真の愛の絶対価値に基づき、互いに許し合い愛し合い、ひとつとなる時、真の

自由、平和、統一、幸福の道が開かれるのです。」 

このような精神で、「在日和合」「祖国統一」「世界平和」のスローガンの下、韓半島の

平和的統一を願いながら、少しでも役立てればと思っています。 

 皆様のご活躍を心からお祈り致します。 

 



祝   辞 
 

 

      

 

 

ＦＰＵ北近畿 常任顧問 佐野清志 

 

ＦＰＵ兵庫結成５周年記念、おめでとうございます。今年は６．２５動乱を

きっかけに南北が分かれてから６０年目にあたります。今から６０年前、近代

世界を動かしてきた二つの潮流、すなわち民主主義と共産主義が韓半島で激突

しました。１７７６年、アメリカの独立宣言以降、人類の文明史の中心は英国

からアメリカに移行しました。以後アメリカを中心とするキリスト教民主主義

が世界をリードしてきました。遅れて７２年後、英国ロンドンにおいて「共産

党宣言」がなされ、さらに７０年後にはロシアで共産革命が起きました。まさ

に英国を起点として西回りをしたキリスト教民主主義とロシア、中国と東に回

ってきた共産主義が韓半島で激突した瞬間でした。一方、日本の古代史をひも

解いてみると、当時の韓半島の政治情勢を無視して日本古代の歴史を正確に知

ることはできません。 

日韓両国は、今でこそ海と時の流れが両者を隔てて別個の国となっています

が、両国は本来深い縁で結ばれていると確信します。この「深い縁」を無視し

た時、両国は不幸な結果に陥りました。今年は日韓併合から１００年目です。

南北が一つになり、韓日が本来の「深い縁」を取り戻せば、世界平和の核とな

ることを信じてやみません。皆様の活躍を心からお祈りします。 



祝   辞 
 

 

 

 

 

 

京都大学名誉教授・ＦＰＵ京都 会長 渡辺久義 

 

ＦＰＵ兵庫結成５周年記念大会の開催にあたり、心からお慶びを申し上げま

す。 

私はこの祝辞を、個人でなく日本人として申し上げなければならないことに、

やや心苦しさを覚えます。分断されたままの韓半島統一の道を探り、それを反

映するような在日南北コリアンの方々の間の根強い感情的しこりを解きほぐし

ていくのが、この平和聯合の目標と理解していますが、この不幸の遠因を作っ

たのが日本人であることを思えば、特にコリアンの方々から見れば、日本人は

常に過去の責任を背負って被告席に立つ身であり、私もおそらく大多数の日本

人と同じように、この問題にはよほど覚悟がない限り、関与しないのが賢明か

つ得策ではなかろうかと内心では考えるからです。 

 先日拝聴した韓国（元）国土統一相の韓日トンネルについてのご講演にもあ

りましたように、日本人にはまず加害者としての自覚がなければならないとい

うことになりますと、私が発言すること自体の当否が問われることになって、

途方に暮れるというのが正直なところです。 

 しかし幸いなことに、本聯合の創設者である文総裁の言われる「統一」とは、

単なる政治的統一のような浅い意味の統一でなく、心と体、宗教と科学の統一

を含む、人間の本質にかかわる深い意味の統一であると考えられます。そう解

釈できるとすれば、私もこの平和統一聯合のために、直接的なお手伝いはでき

なくても、いわば外濠を埋めるような組織的活動をやっているつもりでありま

す。二十数年来、私が心がけてきた唯物論の克服、あるいは宗教と科学の統一

の試みは、誰に頼まれたものでもなく、私の考えが文総裁やアメリカの一部の

科学者や哲学者の考えと自然に呼応する形で起こったものです。 

 本日の記念大会を契機に FPU 兵庫と FPU 京都がさらに協力し合って、発展し

ていく事を祈願しながら祝辞と致します。 



梶栗玄太郎会長 プロフィール 
 

 

 

 

 

 

 

 

1937 年 1 月 18 日 

（主な学歴） 

1960 年 4 月 1 日 

（主な経歴） 

1969～1971 年 

1971～1975 年 

1975～1982 年 4 月 

1982 年 4 月～1983 年 

1983 年～1989 年 

 

1990 年 1 月 1 日～1993 年 

2006 年 1 月 1 日～2009 年 

2009 年 1 月 8 日 

2009 年 6 月 10 日 

 

2009 年 7 月 14 日 

2009 年 12 

福岡県生まれ 

 

芝浦工業大学土木工学科 卒業 

 

世界平和統一連合事務総長、市民大学事務局長 

国際勝共連合事務総長、同理事長就任 

救国連盟理事長 

国際ハイウエイ建設事業団理事長 

世界日報社長 

 

中国熊猫自動車建設担当副社長 

国際ハイウエイ建設事業団理事長 

一般財団法人 国際ハイウエイ財団認証、同財団理事長に就任 

同財団会長に就任 

 

世界基督教統一神霊協会第１２代 会長に就任 

国際勝共連合会長、世界平和連合会長に就任 

 

山岡建雄理事長 プロフィール 
 
１９４５年長野県に生まれる。東北大学工学部通信工学科卒業。ＮＧＯ団体の駐華代表を務

め、また出版、自動車販売、コンサルタント会社等で要職を務めた。 
現在、一般財団法人国際ハイウェイ財団理事長。近年、南米での自然環境保護運動や、カリブ

海諸国の家庭と青少年のためのボランティア活動を推進するなど、南米との交流にも多くの時間

を費やしている。 
  また、中英韓等の得意の外国語を生かして、国内外で活躍している。思想、哲学、宗教にも

造詣が深く、中国思想には一家言を持つ。「現在中国に蘇生する孔子思想」等中国関係の論文が

多い。 



役員紹介 
 

 

ＦＰＵ北近畿 

 

会    長  趙 希 秀           常 任 顧 問  佐野清志 

常 任 講 師  趙 希 秀 

                    

《ＦＰＵ兵庫》 

 

会    長  趙 希 秀           常 任 顧 問  板谷安一 

副 会 長  曺 小 煥            

事 務 局 長  福田秀樹 

渉 外 部 長  金 豊 鎬           理    事  尾道宗継 

婦 人 部 長  朴 享 宣           理    事  茨木貞男 

                        

＜兵庫県各支部＞ 

中央ブロック                 西ブロック 

神 戸 支 部 長  茨木貞男           姫 路 支 部 長  英 裕司 

東神戸支部長  甲斐慶太                   米森清美 

みどり支部長  井口隆司           加古川支部長  市橋正成    

                        

東ブロック 

阪 神 支 部 長  尾道宗継            

尼 崎 支 部 長  澄川陽子        

西 宮 支 部 長  渡辺 求 

 

＜傘下団体＞ 

 

賢仁会 

幹 事 曺 小 煥、李 英 浩 

 

在日平和統一婦人会兵庫県支会  

会 長 朴 享 宣,  

副会長 朴 甲 順, 副会長 鄭 庚 順, 総 務 金 男 淑 



＜２００９年度活動報告＞ 
 

 今日、８月２２日、ＦＰＵ兵庫が結成５周年記念大会を迎えることになりました。これもひとえに、
会員の皆様及びご支援下さった皆様方のお蔭です。心より感謝しお礼を申し上げます。５周年を期に
南北統一実現のため益々、努力をして参ります。引き続き皆様方のご支援ご協力をよろしくお願いし
ます。 
  
これより、２００９年度の活動報告をいたします。 

① 教育部門では、 
平和統一セミナーは、東ブロック・中央ブロック・西ブロックに分けて３回開催し５５名の参

加がありました。 
啓蒙講座を、２０１０年３月１４日、西ノ宮支部を皮切りに姫路支部、阪神支部、東神戸支部、

加古川支部、尼崎支部と順次開催しました。 
② 広報部門では、 

ホームページが Yahoo の検索エンジンで、FPU 兵庫と入力すると TOP に出るようになりました。 
又、Google の検索エンジンでは 2 番に出るようになりました。 H.P.には FPU 兵庫の活動の全般
的な内容を UP しています。皆様方の閲覧・来訪をお待ちしております。 
平和統一 NEWS は、おかげさまで今月 8月号をもって２４号の発行となり、幸いにその間、1 度

も休刊せず、毎月発行してきました。より一層の内容の充実を図る為、皆様方の積極的な記事投
稿をお待ちしています。 
念願でありました、４周年事業としての出版もお約束どおり達成することが出来ました。そし

て去る 7月 11 日には、出版記念祝賀会も、各界から多くの参加を戴き、開催することができまし
た。誠にありがとうございました。 

③ 交流部門では、 
会の核心であるスタッフの一体化の為、常任理事会、定例役員会などの定期的会議を中心に意

思疎通を図り、意思決定・業務推進を執り行ってきました。また結成記念大会(総会)、支部懇親
会、新年会、忘年会などを通じて会員間の交流を促進してきました。 
また、韓国料理講習会は、述べ２２回を開催することができました。在日の方、日本の方、そ

して講師スタッフの韓国婦人の方々が、料理を通じての良き交流の場ができ、定着してきました。 
祖国統一を願う在日１世・２世を中心とした賢仁会は、毎月定例集会を持ち、学習及びディス

カッションを続けてきました。のみならず第 1 回・第２回・第３回と兵庫県における古代渡来人
の足取りをたどる歴史探方を実施致しました。 
そして対外的には、韓国民団や朝鮮総連などの民族団体と交流を図ってきました。 

 
以上ように今年度も、様々な活動を実施してきました。以上 2009 年度活動報告でした。 
 

＜２０１０年度活動方針（案）＞ 
  

２０１０年度活動方針案を発表致します。 
  
① 活動の基本方針は、従来通り教育・広報・交流を中心に活動していきます。 
② 更には、5 周年事業として、正会員の拡大を図っていきます。１２月までに４００名の新規会員

を目標とします。 
③ そして、今回の記念講演のテーマである日韓ハイウエイの推進に協力して参ります。 
 
我が FPU 兵庫は、キャッチフレーズに「１ミリ運動」を展開していきます。「あなたの手で韓日の

壁を 1ミリずつ崩していきましょう。そして韓日の溝を 1 ミリずつ埋めていきましょう！」と題して
協力して参ります。 
日韓ハイウエイは全長 200 キロメートル程になり、総予算 10 兆円ほどかかります。つまり 1 ミリ

掘るには 5万円かかるそうです。という訳で 1 口 5万円運動を展開しようという訳です。 
皆様！ご協力ください!! 皆様の一人一人の手で、小さな 1 ミリずつの建設を重ねていき、1 日で

も早く完成させましょう!!  
 
以上第６期は、基本活動方針を中心に、5 周年事業として「正会員拡張 及び 日韓ハイウエイ１ミ

リ運動展開」の２大運動を推進していきます。以上２０１０年度活動方針案でした。 
今後とも更なるご支援ご協力をよろしくお願い致します。 



プログラム 
司会 澄川陽子 

米森清美 

ビデオ上映 

バンド演奏・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Friendship 

 

＝記念式典（総会）＝ 

開会宣言・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・司会者 

来賓・主賓紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・司会者 

代表挨拶・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・FPU 北近畿／FPU 兵庫会長 趙 希 秀  

激 励 辞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・FPU 兵庫常任顧問 板谷安一  

激 励 辞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・FPU 中央本部会長 朴 明 盛  

祝   辞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・韓国民団兵庫県本部常任顧問 白 永 熙   

祝   辞・・・・・・・・・・・・・・・・・京都大学名誉教授／FPU 京都会長 渡辺久義 

祝   辞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・FPU 北近畿常任顧問 佐野清志  

祝電披露・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・司会者 

活動報告および活動方針(案)発表・・・・・・・・・・FPU 兵庫事務局長 福田秀樹  

 

＝記念講演＝ 

「国際ハイウエイ」・・・・・・・・国際ハイウエイ財団会長 梶栗源太郎 代理 

                                     理事長 山岡建雄 

 

☆エンターテイメント★ 

Piano 演奏                               宋和純・宋和映    

韓国民謡                                盧 英 姫  他 

Violin 演奏                               Elizabeth WOO 

Vitali - Chaconne 

Schubert - Rondo op. 53 

Paganini - Cantabile 

Chausson - Poeme 

Sarasate ･ Zigeunerweisen 

 

斉唄  「우리의 소원」（統一の歌） 

万歳三唱・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・FPU 兵庫 副会長 曺 小 煥 

閉会の挨拶 

閉会宣言 



出演者紹介 
バイオリン演奏 

     ELIZABETH  WOO プロフィール          
          

１９８８年 ドイツのフライブルク 出生 
１９９７年 ９歳の時、渡米してロシアの最後の正統アウアー学派であるフ

ァイン・アルバート・マルコフに師事。 
１９９９年 ルーマニア コンスタンジャナショナルオーケストラとの競

演でクラッシク界の新星してデビュー 
１１才で シベリュースバイオリン協奏曲をブルガリアのソ
フィアで演奏 

               ビエアップスクキ協奏曲第１番をアメリカのレイクプラッシ
ドで演奏 

２００２年 パガニーニの無伴奏バイオリン奇想曲作品１（全２４曲）をシ
ョンシンアートホールで演奏 世界最年少のクラッシク界の 
神童として賞賛の声が高い。 

               その後、パガニニの無伴奏バイオリン奇想曲作品１（全２４曲）
をもって、世界各国 イタリア・米国のマイアミとバージニア・ニューヨークそし
て韓国のフォアマットホール、親の故郷である春川のイルソンアートホールで演奏
して絶賛された。 
韓国芸術評論家協議会 国際新人賞を２００２年に受賞 

２００４年 満席のカーネギーホールにおいてパガニーニの無伴奏バイオリン奇想曲作品１（全
２４曲）を最年少で演奏し、聴衆を魅了した。 

      ＥＭＩレーベルからＣＤメジャーデビュし、ブルガリアでのコンサート録音をブッ
クサウンドレーベルからＣＤで発売 

      世界音楽界の強力な支持を受け、ロンドチェンバーオーケストラをバックにニュー
ヨークリンカーンセンターで成功的な演奏を終えた。 

２００５年 江原未来人材財団の第１次未来人材に選ばれた。 
以降    ＫＢＳ国楽管弦楽団（城南市響・原州市響・春川市響）韓国のテガリョンの国際音

楽祭に招待されカンノン市と競演したことがあり、米国ではレイクプラッシドシン
フォニー・サンフランシスココミュニティーシンフォニー・プスメンシンフォニ
ー・ロンドテェンボオーケストラ・ニュージャージーフィルハーモニーなどと競演
しました。 

 

韓国民謡 

盧 英 姫 プロフィール 
 
１９７９年  ＫＢＳＴＶの⺠謡番組で優秀賞受賞 
１９７９年  国の⾳楽協会の全国⺠謡⼤会で優勝 
１９７９年  無形⽂化財のイ・チャンベイ先⽣より、認定１９号を

受ける。 
１９８１年  無形⽂化財のブッケ・ウオル先⽣より、認定５７号を

受ける。 
１９９３年  ノ・ヨンヒ芸術団 創団 
１９９５年  世界美術⽂化⽂⼈協会国学芸術団団⻑に就任 
２００６年  無形⽂化財のイ・ソンヒ先⽣より、認定３１号を受け

る。 
２００６年 

〜現在  ロッテ・清涼⾥店 国楽講師 
２００９年  ノ・ヨンヒ芸術団 団⻑ 

⼤統領４周年記念⾏事出演  
韓国   ＫＢＳ・ＭＢＣ・ＴＶＣ・ＥＢＳ・仏教放送・国学放送に１０００回以上出演 
⽇本   下関⺠団⾏事・⾹川県地⺠団⽅本部マダンフェスティバル・東京きょう⺠会 出演 
アメリカ ラスベガス⺠団⾏事・ニューヨーク韓⼈仏教連合会⼤法要 
中国   中国韓⼈会祝祭 出演 
インド  世界仏教⾏事 出演 
⾹港   仏教⾏事 出演  

 

 



１年の歩み

日　付 　　　　　　　　　　　 　題　　　　目 主催＜及び協賛・参加・祝賀＞

２００９．７．1 平和統一ＮＥＷＳ第１１号　発刊

２００９．７．３ 賢仁会「第１回歴史探訪渡来人文化遺跡・姫路市」　開催賢仁会

２００９．７．７ 韓国婦人集会　　開催 ＦＰＵ兵庫

２００９．７．７ 第５期第１回定例役員会　開催 ＦＰＵ兵庫

２００９．７．９ 常任理事会　　開催 ＦＰＵ兵庫

２００９．７．２０ ＦＰＵ兵庫出発復興会　　開催 ＦＰＵ兵庫

２００９．８．１ 平和統一ＮＥＷＳ第１２号　発刊 ＦＰＵ兵庫

２００９．８．４ 常任理事会　　開催 ＦＰＵ兵庫

２００９．８．６ 第５期第２回定例役員会　開催 ＦＰＵ兵庫

２００９．８．２２ 賢仁会　第６回集会　　開催 賢仁会

２００９．８．２７ 常任理事会　　開催 ＦＰＵ兵庫

２００９．９．１ 平和統一ＮＥＷＳ第１３号　発刊 ＦＰＵ兵庫

２００９．９．５ 第１７回韓国料理講習会　開催 ＦＰＵ兵庫在日平和統一婦人会

２００９．９．８ 常任理事会　　開催 ＦＰＵ兵庫

２００９．９．８ 第５期第３回定例役員会　開催 ＦＰＵ兵庫

２００９．９．２６ 賢仁会　第７回集会　　開催 ＦＰＵ兵庫

２００９．１０．１２ 平和統一ＮＥＷＳ第１４号　発刊 ＦＰＵ兵庫

２００９．１０．６ 第５期第４回定例役員会　開催 ＦＰＵ兵庫

２００９．１０．１２ 第１７回平和統一セミナー　（西ブロック）　開催 ＦＰＵ兵庫

２００９．１０．２４ 第１８回平和統一セミナー　（東ブロック）　開催 ＦＰＵ兵庫

２００９．１０．３１ 賢仁会　第８回集会　　開催 ＦＰＵ兵庫

２００９．１１．１ 平和統一ＮＥＷＳ第１５号　発刊 ＦＰＵ兵庫

２００９．１１．５ 第５期第５回定例役員会　開催 ＦＰＵ兵庫

２００９．１１．７ 第１８回韓国料理講習会　開催 ＦＰＵ兵庫在日平和統一婦人会

２００９．１１．２１ 賢仁会「第２回歴史探訪　石の宝殿・鶴林寺」　開催 ＦＰＵ兵庫

２００９．１１．２９ 第１９回平和統一セミナー　（中央ブロック）　開催 ＦＰＵ兵庫

２００９．１２．１ 平和統一ＮＥＷＳ第１６号　発刊 ＦＰＵ兵庫

２００９．１２．６ 教育セミナー＆第５期第６回定例役員会　　開催 ＦＰＵ兵庫

２００９．１２．２３ ２００９年度忘年会＆賢仁会発足１周年記念　　開催 ＦＰＵ兵庫

２０１０．１．１ 平和統一ＮＥＷＳ第１７号　発刊

２０１０．１．５ 常任理事会　　開催 ＦＰＵ兵庫

２０１０．１．１２ 第５期第７回定例役員会　開催 ＦＰＵ兵庫

２０１０．１．１６ 第１９回韓国料理講習会　開催 ＦＰＵ兵庫在日平和統一婦人会

２０１０．１．２３ ２０１０年　ＦＰＵ兵庫・賢仁会　新年会　　開催 ＦＰＵ兵庫

２０１０．２．１ 平和統一ＮＥＷＳ第１８号　発刊 ＦＰＵ兵庫



１年の歩み

日　付 　　　　　　　　　　　 　題　　　　目 主催＜及び協賛・参加・祝賀＞

２０１０．２．９ 常任理事会　　開催 ＦＰＵ兵庫

２０１０．２．９ 第５期第８回定例役員会　開催 ＦＰＵ兵庫

２０１０．２．１１ ＦＰＵ京都第２回役員研修会　　開催 ＦＰＵ京都

２０１０．２．１４ ＦＰＵ兵庫在日平和統一婦人会新春研修会　　開催 ＦＰＵ兵庫

２０１０．２．２３ 常任理事会　　開催 ＦＰＵ兵庫

２０１０．２．２７ 賢仁会２０１０年度　第１回集会　　開催 賢仁会

２０１０．３．１ 平和統一ＮＥＷＳ第１９号　発刊 ＦＰＵ兵庫

２０１０．３．１ 第９１周年三・一節式典　　参加 在日本大韓民国民団兵庫地方本部

２０１０．３．４ 常任理事会　　開催 ＦＰＵ兵庫

２０１０．３．４ 第５期第９回定例役員会　開催 ＦＰＵ兵庫

２０１０．３．１４ 西宮支部　啓蒙講座　　開催 ＦＰＵ兵庫

２０１０．３．２２ 第２０回韓国料理講習会　開催 ＦＰＵ兵庫在日平和統一婦人会

２０１０．３．２７ 賢仁会２０１０年度　第２回集会　　開催 ＦＰＵ兵庫

２０１０．３．２８ 姫路支部　啓蒙講座　　開催 ＦＰＵ兵庫

２０１０．４．１ 平和統一ＮＥＷＳ第２０号　発刊 ＦＰＵ兵庫

２０１０．４．６ 常任理事会　　開催 ＦＰＵ兵庫

２０１０．４．６ 第５期第１０回定例役員会　開催 ＦＰＵ兵庫

２０１０．４．８ 在日平和統一祝福家庭婦人　総会　　開催 ＦＰＵ兵庫

２０１０．４．１１ 阪神支部　啓蒙講座　　開催 ＦＰＵ兵庫

２０１０．４．１７ 賢仁会２０１０年度　第３回集会　　開催 賢仁会

２０１０．４．２４ 第２１回韓国料理講習会　開催 ＦＰＵ兵庫在日平和統一婦人会

２０１０．５．１ 平和統一ＮＥＷＳ第２１号　発刊 ＦＰＵ兵庫

２０１０．５．９ 東神戸支部　啓蒙講座　　開催 ＦＰＵ兵庫

２０１０．５．１１ 第５期第１１回定例役員会　開催 ＦＰＵ兵庫

２０１０．６．１ 平和統一ＮＥＷＳ第２２号　発刊 ＦＰＵ兵庫

２０１０．６．６ 常任理事会　　開催 ＦＰＵ兵庫

２０１０．６．６ 第５期第１２回定例役員会　開催 ＦＰＵ兵庫

２０１０．６．１２ 第２２回韓国料理講習会　開催 ＦＰＵ兵庫在日平和統一婦人会

２０１０．６．１９ 賢仁会２０１０年度　第４回集会　　開催 ＦＰＵ兵庫

２０１０．７．１ 平和統一ＮＥＷＳ第２3号　発刊 ＦＰＵ兵庫

２０１０．７．１１ 出版記念祝賀会　　開催 ＦＰＵ兵庫

２０１０．７．１７ 賢仁会「第３回歴史探訪　神呪寺・鷲林寺」　開催 賢仁会

２０１０．８．１ 平和統一NEWS第２４号　発刊 FPU兵庫

２０１０．８．２２ 結成5周年記念大会 　



平和統一セミナー                

第１７回（西ブロック）        第１８回（東ブロック）       第１９回（中央ブロック）     

啓蒙講座 

加古川支部              阪神支部              西宮支部 

復興会         忘年会         新年会 

FPU京都再出発復興会 

東神戸              尼崎支部               京都本部 

活動写真 



賢仁会歴史探訪 

姫路支部 懇親会           釣りクラブ発足準備                 相生慰霊祭 

各種活動 

              

出版記念祝賀会          賢仁会 

 料理講習会                    

蔡２回鶴林寺             第２回石の宝殿             第３回神呪寺 

講習会                座談会 

活動写真 



韓国料理一式、祝儀餅、結納料理、 

コリアンフーズ 
〒６５３－０８３４ 

神戸市長田区川西通４丁目５７番地 

ＴＥＬ・ＦＡＸ０７８(６９１)１９９６ 

E-mail nakayama-shouten.pd@maia.eonet.jp  
営業時間 9:00～19:00(月曜日～土曜日) 

定休日  日曜日 

結成５周年 

お祝い申し上げます 
     

在日平和統一婦人会 

兵庫支会 
韓国料理サークル 

『無窮花』 



         曜 日 
月 火 水 木 金 土 時 間 

午前 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ９：００～１２：３０ 

午後 
○ × × ○ × × ５：００～７：００ 

   
  

  

在日平和統一婦人会  

大阪支会一同 

 

 結成５周年お祝い申し上げます 
 

  ＦＰＵ北近畿 常任顧問 
         

           佐野清志 

 

  慶  結成5周年  祝 



ＦＰＵ兵庫 

結成5周年記念大会の開催を 

心よりお祝い申し上げます。 
       

  ＦＰＵ京都 
  常任顧問 朴 用 浩 
             

        京都支部 北山支部 伏見支部  

        亀岡支部 北都支部       

ＦＰＵ兵庫結成5周年

記念大会の開催を 

心よりお祝い 

申し上げます。 
 

 

  
 

在日平和統一婦人会 

京都支会 会長  

李 海 景 

  

 

ＦＰＵ京都 
     
会    長 渡辺久義 
 

事務局長 高木  実 
 

          会員一同 

慶 結成5周年記念 祝 



顧問 文聖純       
会長 朴享宣 副会長 鄭庚順 副会長 朴甲順 総務 金男淑 

 金仁壽  鄭英淑  金福順  沈喜淑 

 金守英   金清子  程閏月  李正禮 

 朴英淑  金妍廷  金美淑  徐錦淑 

 池敬淑  朴末淑  甲喜子  韓静敃 

 李英美  金英淑  魏倫姫  金正子 

 車賢淑  金善英  李英児   

 
在日平和統一 婦人会兵庫支会 

神戸支部 

結成５周年おめでとうございます 

 慶  結成５周年記念  祝  

      顧問 板谷安一      支部長 茨木貞男 

松下 俊典 文 聖 純 山田 潔 戎 カヨコ 下岡 敏郎 

西岡 裕司 趙 顯 太 廣野 善久 戎 義弘 下岡 滋子 

村上 幸子 梅津 栄子 小林 一敬 永 純也 村山 晴美   

余黒 誠 奥山 弥生 木村 雄一 北原 京子 木村 まり 

土井 隆平 池田 文枝 相馬 康孝 松本 香代子 大久保 とよ子 

中野 千代子 塚本 清江 榎本 康之 中永 喜之 松田 裕 

文 聖 純 一貫坂 宏 西岡 裕司 西海 宏幸 福田 三鈴 

趙 顯 太 西垣 秀樹 奥原 公子 河野 修光 戎 央 

吉田 孝正 梅谷 正吉 柳本 茂宏 増井 俊行 戎 則子 

堀江 愛士 杉本 信枝 平井 武 有田 行利 濵田 俶枝 

冨田 明子 増田 光仁 岸本 良治 西村 すが子 三木 政人 

柳田 眞孝 藤本 ちさよ 高松 美那子 津田 雅信 小濃 日出子 

中村 明美 梶原 真 村山 惠宥 池田 直裕 松岡 厚子 

上月 稔 藤井 靖久 吉田 元子 川西 和子 西村 八寿子 

小林 通代 矢野 伊都 谷内田 美代子 薬師寺 加代子 野口 幸代 

森下 知子 松井 晃 大垣 昭夫 細野 妙子 正置 幸未 

張 英 元 朴 軟 春 野田 敬三 井領 美幸 藤原 啓子 

林 裕 己 金 仁 壽 野田 清恵 速水 明子 藤井 十重子 

岸本 則行 金 男 淑 藤井 よし子 松井 公子  



秋山 明三 庄本 光昭 米村 健一   

大本 祥久 隅田 敏生 永峯 次子 金光 秀雄 

貝島 美智子 石川 あつ子 宮川 梅子 前川 和弥 

切原 享子 徳中 陽子 宮川 清司 岡 英男 

川西 雅子 堤 かづ代 李 明勲 本田 絹子 

木下 今子 澄川 修也 長谷川 敬子 安楽 ムツ 

石巻 正和 杉谷 ミエ子 長崎 寛親 宮下典子  

篠原 政昭 林 信子 寺嶋 重成  

結成五周年結成五周年結成五周年   慶慶                                    祝祝  
尼崎支部 

顧問 崔 炳泰  支部長 澄川 陽子 

阪 神 支 部 
顧問 吉位 隆司  支部長 尾道 宗継 

吉位 千恵子 北田 洋子 増田 尚子 坂本 圭司 

中野 正生 梅田 康行 油野 征矢子 宮本 真一 

中野 都 梅田 敏子 油野 康一 中塩 幸子 

野澤 安宏 津山 和義 石田 晴 西井 鶴美 

尾道 美和子 津山 佳代子 水垣 光晴 新田 美恵子 

片岡 悟 由良 欣三 内林 光弘 隅田 恵子 

片岡 キミ子 井上 喜久子 栗山 順子 酒井 真巳 

北田 春仁 増田 豊 藤川 静枝 今井 裕恵 



東神戸支部 

淺川千恵子 坂本むつ子 井上美由紀 日 年子 

石塚敬二 天羽志江 岡松輝明 藤田幸子 

谷中 照 前畑悦子 菱田友子 豊嶋みよ子 

森岡美津江 横田里美 田代道弘 横田弥生 

赤木洋子 三井裕子 三村節子 横田範弘 

山本弘子 團野江理 大屋美栄子 福島愛子 

淡谷美喜子 高見千秋 李 光男 宇根久仁子 

折野とし子 湯浅千津子 中里久美代 佐々木麻理子 

西尾きよみ 三浦清香 川西恵子  

顧問   高橋正美    支部長  甲斐慶太  

西宮支部 
顧問 裵 夢 周    支部長 渡辺 求 

栗山幸子 津山雅巳 堀井三紗子 山本みね子 

箕輪みさえ 津山直子 大賀功治 藤原信子 

白 警鐘 西田広仁 大賀淳子 柳川孝子 

金 仁壽 西田睦子 田村久惠 嵯峨よし江 

廣瀬純子 足立龍子 井上申子 高野滋夫 

佐藤千昌 小西文隆 荻 禎子 田中久美子 

橋本和子 小西美栄子 山崎満喜恵 土屋栄美子 

後藤志保子 簀戸恭子 古川登江子 久我伸子 

積美紀 荒木達弘 小西恵美子 下岡美鈴 

久永ひとみ 荒木明子 勝田絹江 渡辺律子 

久野妙子 島 智美 山本萬亀  



            ５周年 姫路支部 

     顧問 瀬古榮二    支部長  英 裕司  米森清美 

澤野田津子 米森浩一 高家範江 森田俊彦 吉田茂 

山名國秋 前田広志 藤田征男 森下由博 前川達也 

井原優子 山本秀文 田中美子 櫻寿美子 稲岡潤子 

出来雅美 谷川敏浩 西川珠美 生木雅一 神井三千男 

松盛清子 石田陽三 西谷隆 古淵妙 岩佐結佳 

久保田徳美 青木勝彦 森川嘉久 三浦喜美代 尾上昭 

東原利枝子 宮脇明人 中野裕美 原万樹夫 大下学 

前田基之 佐藤明 山本孝代 森澤光子 永濱良美 

藤田直子 西垣智 福田和子 破魔勝郎 三浦博文 

西岡絹江 末次裕之 森幹三 塚原敏男 橋本清子 

横山真治 平野忠 川上やよい 菅智江 竹末裕敏 

平松正光 井口峰子 山中志恵子 野中隆一 堀井宣明 

山中直樹 片岡正 木村みどり 井原栄一 土井ユミ 

茂木勇三 榊康子 菅野啓義 三木郁子  

顧問 沈 禹康   支部長 市橋 正成 

櫻井 隆能 清水 元 中島 恵子 柳田 由起子 

盧 承杓 池口 正義 梨木 京子 伊藤 信哉 

金谷 昌雄 塚本 玲子 伊藤 裕朗 板垣 由恵 

芝本 節子 尹 鐘三 来住 潔 三枝 秀樹 

中島 裕之 朴 永喜 文 炳昭 梨木 正 

結成５周年をお祝い申し上げます

加古川支部 





 

韓国民謡 

  노영희（盧 英 姫） 

１部 記念式典（総会） 

２部 記念講演会 
   日韓ハイウェイ 
    講師 梶栗玄太郎 会長 

３部 コンサート 
      バイオリン演奏 
     ELIZABETH WOO 
         韓国民謡 
                노영희 
      （盧 英 姫） 
         ピアノ演奏 
     宋和純＆宋和映 
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